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南
新
田
町
な
ど
新
設

　
　
行
政
区
域
の
名
称
を
変
更

　
去
る
四
月
一
日
か
ら
行
政
区
域
の
名
称
変
更
及
び
新
設
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
新
行
政
区
域
は
、
大
黒
沢
第
一
を
分
割
し
「
大
黒
沢
第
一
」

と
「
大
黒
沢
第
二
」
に
し
、
黒
沢
団
地
を
「
大
黒
沢
東
」
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
稲
荷
町
一
一
一
丁
目
東
」
「
南
新
田
町
」
を
新

し
く
設
定
し
ま
し
た
。

」
〔
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］
臼
画

］
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ゾ
”
し
こ
い
消
馨
⑫

b
鍋

　
　
○
ア
ル
マ
イ
ト
製
品

ジ　　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
腐
食
を

　
　
防
ぐ
た
め
、
酸
化
被
膜
を
か

e
　
　
け
て
い
ま
す
。
白
っ
ぼ
い
の

　
　
と
、
黄
色
っ
ぼ
い
の
が
あ
り
、

　
　
後
者
の
篠
酸
加
工
の
方
が
二

稲荷町3丁目東

緑
の
窓
ロ
を
開
設

　
長
年
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
要
望
が
出
さ

れ
て
い
た
十
日
町
駅
の

「
緑
の
窓
口
」
が
五
月

二
十
四
日
か
ら
開
設
さ
れ
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
、
。

井
口
さ
ん
に
勲
五
等

瑞
宝
章

　
こ
の
ほ
ど
春
の
叙
勲
が
行
な
わ
ネ
、

本
市
で
は
、
井
口
清
一
さ
ん
（
天
池
）

が
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
ま
p
）
た
、
．

井
口
さ
ん
は
、
水
沢
村
長
、
水
沢
村

農
協
組
合
長
、
中
魚
沼
養
老
院
理
事

等
を
歴
任
。
多
年
地
方
自
治
発
展
に

貢
献
し
た
も
の
で
す
。
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さ
な
ら
重
い
も
の
を
。
②
焼

ら　　
き
む
ら
や
、
ブ
ツ
ブ
ツ
の
な

　
　
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。

　
　
○
無
水
な
べ

⇔
　
　
　
厚
手
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製

　
　
で
、
表
面
に
加
工
が
し
て
あ

　
　
り
ま
す
。
か
ら
だ
き
、
強
火
、

　
　
天
火
の
代
用
は
無
理
。
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稲
作
転
換
実
施
計
画
書

　
の
提
出
は
5
月
2
0
日
ま

　
で
に

　
稲
作
転
換
（
植
林
、
養
魚
池
等
を
含

む
）
を
実
施
し
て
も
、
計
画
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
補
助
金
が

で
ま
せ
ん
の
で
、
稲
作
転
換
を
実
施

す
る
場
合
は
、
計
画
書
を
五
月
二
十

日
ま
で
に
市
役
所
農
林
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
非
農
家
の
方
も
、
農

事
連
絡
員
あ
喝
い
は
、
市
農
林
課
ま

で
お
い
で
い
た
だ
き
、
計
画
書
に
記

入
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　
新
潟
県
勤
労
者
住
宅

　
　
資
金
貸
付
制
度
の
ご

　
　
利
用
を

　
県
で
は
、
居
住
用
住
宅
を
新
増
改

築
（
購
入
）
す
る
勤
労
者
を
対
象
に

勤
労
者
住
宅
資
金
借
入
れ
申
し
込
み

を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
貸
付
条
件

　
貸
付
金
額
…
三
十
万
円
以
上
百
五

十
万
円
ま
で
。
　
（
住
宅
金
融
公
庫
融

資
と
の
併
用
可
能
）

　
利
率
…
年
利
八
％

　
年
収
…
お
お
む
ね
八
十
万
円
～
二

　
　
4
3
嵐
う
“
“
　
　
辱

　
　
　
　
《
ん
気
ん
蔭
シ

　
　
　
　
弄
ん
慧
（

　
　
　
げ

　
　
　
　
衷
昼
：
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樋

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
、
㌧
之
音
マ

4　　
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〃

　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
へ

　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
ε
界
。
ノ

百
五
卜
万
円
ま
で
の
人

　
償
還
方
法
…
十
年
以
内
の
元
金
均

等
月
賦
償
還

　
取
扱
金
融
機
関
…
第
四
、
北
越
、

新
潟
相
互
、
大
光
相
圧
銀
行
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
商
工
労
働

部
労
政
課
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
（
県
商
工
労
働

部
労
政
課
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
桑
原
一
郎
（
名
ケ
山
）
…
十
万

円
　
▽
山
内
与
喜
男
（
本
町
二
）
…

五
万
円
　
▽
コ
モ
市
親
善
使
節
団
…

二
万
二
千
百
円
　
▽
竹
内
　
真
（
川

治
下
町
）
…
九
百
円
　
▽
後
藤
唯
七

（
高
田
町
三
）
香
典
返
し
…
五
万
円

▽
春
日
由
三
…
八
千
円
　
▽
十
高
旧

一
年
五
組
…
三
千
八
百
三
十
一
円

▽
と
く
名
…
千
円

　
市
職
員
を
募
集

昭
和
五
十
年
六
月
一
日
採
用
予
定

の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員

　
○
用
務
員
…
三
名
（
勤
務
場
所
は

東
小
学
校
、
馬
場
小
学
校
、
飛
渡
第

二
小
学
校
）

　
受
験
資
格

　
年
齢
四
十
五
歳
ま
で
の
男
子
で
、

原
付
免
許
を
有
す
る
者
。
た
だ
し
東

小
学
校
勤
務
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
が
必
要
で

す
。
　
受
験
手
続

　
受
験
希
望
者
は
、
昭
和
五
十
年
五

月
十
二
日
か
ら
、
五
月
二
十
一
日
午

後
五
時
ま
で
に
市
役
所
総
務
課
ま
た

は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に
つ
ぎ

の
書
類
を
提
出
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
イ
、
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申

込
書
（
用
紙
は
市
役
所
総
務
課
）

　
ロ
、
免
許
証
の
写

　
ハ
、
身
体
検
査
書
（
用
紙
は
市
役

所
総
務
課
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
総
務

課
（
魯
七
f
三
一
一
一
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
入
場
税
法
を
改
正

　
昭
和
5
0
年
度
税
制
改
正
の
一
環
と

し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
入
場
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
人
一
回
の
入
場
料
金
が
つ
ぎ
の

金
額
以
下
の
と
き
は
、
課
税
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
十
日
町

税
務
署
）

　
免
税
点
　
映
画
　
千
五
百
円

　
演
劇
、
演
芸
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ

ま
た
は
見
せ
物
　
三
千
円

　
ふ
る
さ
と
の
味
を
郵
便
で

　
本
格
的
な
山
菜
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
し
た
。
山
菜
を
小
包
郵
便
物
で
友

人
等
に
贈
る
と
き
は
、
四
㎏
以
内
に

包
装
し
速
達
小
包
で
お
出
し
く
だ
さ

い
。
な
お
郵
便
番
号
、
荷
札
二
枚
を

お
忘
れ
な
く
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

　
中
条
地
区
公
民
館
を

　
市
農
協
中
条
事
業
所

　
内
へ
移
転

　
中
条
地
区
公
民
館
改
築
に
伴
い
、

事
務
所
を
五
月
十
五
日
か
ら
当
分
の

間
、
市
農
協
中
条
事
業
所
内
に
移
転
．

し
ま
す
。
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歯
予
防
に
フ
ッ
素
水
う
が
い

　
　
　
市
内
小
学
校
一
～
二
年
生
に
実
施

　
　
　
　
　
　
市
保
健
課
で
は
、
十
日
町
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

　
　
　
　
　
小
学
校
一
～
二
年
生
を
対
象
に
、
フ
ッ
素
水
に
よ
る
ブ
ク
ブ

　
　
　
　
　
ク
う
が
い
を
実
施
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
五
十
年
度
一
般
会
計

予
算
に
学
童
ム
シ
歯
予
防
薬
品
「
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
購

入
費
用
と
し
て
、
二
十
五
万
八
千
円
を
計
上
、
ム
シ
歯
予
防

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
予
防
効
果
は
50
襟
以
上

　
　
　
　
　
う
が
い
開
始
以
降
に
生
え
た
歯
（
永

　
　
　
　
　
久
歯
）
に
有
効

「
新
潟
県
に
お
け
る
ム

シ
歯
罹
患
状
況
」
（
昭
和

四
十
四
年
、
文
部
省
調

べ
）
に
よ
る
と
、
新
潟

県
の
小
学
学
童
の
百
人

の
う
ち
九
十
五
人
が
む

フ
ッ
素
う
が
い
を
す
る
こ
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
東
小
学
校
（
室
岡
倉
二
校
長
）
で
（
5
・
2
4
）
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㊥）食事がすんだら

ノ罪　　すぐ歯をみがこう

　ムシ歯のバイキンは、よごれた

お口が大好き。

　だから、食べもののカスがお口

に残っていると、よろこんであば

れはじめ、だいじな歯をせっせと

溶かしはじめます。

　食事のあとで、すぐ歯をみがく

よい子なら、バイキンもにげだし

てしまいますよ。

　（誕生日には歯の検査を受けましょう

し
歯
に
お
か
さ
れ
て
お
り
、
治
療
を

う
け
た
こ
ど
も
は
十
四
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
む
し
歯
は
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
に

い
た
る
ま
で
、
多
く
の
人
達
が
悩
ん

で
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を
保
つ
た

め
に
は
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が

歯
を
大
切
に
し
、
む
し
歯
を
つ
く
ら

な
い
努
力
、
い
わ
ゆ
る
む
し
歯
の
予

防
が
最
も
大
切
で
す
。

　
む
し
歯
の
予
防
方
法
は
、
砂
糖
分

を
と
り
す
ぎ
な
い
、
食
生
活
に
注
意

し
、
じ
ょ
う
ぶ
な
歯
質
を
つ
く
る
、

歯
み
が
き
の
励
行
な
ど
い
み
い
ろ
あ

り
ま
す
が
フ
ッ
素
水
を
利
用
し
た
口

洗
方
法
が
最
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　
一
分
間
ぶ
く
ぷ
く
う
が
い

　
市
内
の
各
小
学
校
で
は
、
去
る
六

月
一
日
か
ら
保
健
教
育
の
一
環
と
し

て
、
一
～
二
年
生
を
対
象
に
フ
ッ
素

水
の
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
の
集
団
ム
シ

歯
予
防
を
週
一
～
二
回
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
水
道
水
の
フ
ッ
素
添
加

が
研
究
さ
れ
て
い
る
が
フ
ッ
素
を
利

用
し
た
歯
の
腐
蝕
予
防
の
な
か
で
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
す
ぐ
れ
た
方
法
で
、

費
用
も
時
間
も
わ
ず
か
で
済
み
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
方
法
も
フ
ッ
素
水

の
う
が
い
を
始
め
た
と
き
、
す
で
に

生
え
て
い
た
古
い
歯
で
は
、
ほ
と
ん

ど
効
き
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

以
後
に
生
え
て
き
た
新
し
い
歯
（
永

久
歯
）
を
五
十
％
以
上
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
生
後
六
ヵ
月

か
ら
、
三
歳
位
ま
で
は
、
　
「
う
が
い

法
」
は
技
術
的
に
無
理
が
あ
り
ま
す

の
で
、
乳
歯
の
予
防
手
段
と
し
て
は
、

適
し
ま
せ
ん
。

　
歯
の
健
康
は
食
生
活
か
ら

1予・防藩

　ムシ歯は、ミュータンスという連鎖球菌が中心となってお

こる病気です。この菌は、口の中にいつも存在していて食物

中の砂糖を栄養に繁殖します。

　3つの条件

　く1）連鎖球菌が好む砂糖分をとりすぎない

　（2）飲食後、口をすすぎ、歯を清潔にする

　（3）よい歯質づくり

　このように、ムシ歯予防3つの条件のうち（1）と（3）の2つま

でが食生活に関係することがらです。

　（2）については、ムシ歯予防として、よく知られていますが

食生活のほうは見落しがちです。

　この機会に、ムシ歯予防の3つの条件を考えてみてください。

　
そ
こ
で
、
子
供
や
母
親
の
食
事
が

間
題
に
な
り
ま
す
。
歯
の
健
康
を
守

る
食
生
活
の
基
本
は
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
と
じ
ょ
う
ぶ
な
歯
質
を

つ
く
る
食
品
を
で
き
る
だ
け
多
く
と

る
こ
と
、
そ
し
て
、
食
べ
方
に
注
意

す
る
こ
と
で
す
。
特
に
乳
歯
が
形
成

さ
れ
る
妊
娠
中
と
、
永
久
歯
が
形
成

さ
れ
る
乳
幼
児
期
に
、
歯
に
必
要
な

良
質
の
た
ん
白
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
な
ど
栄
養
素
を
多
く
含
ん

だ
食
品
や
フ
ッ
素
の
含
ま
れ
た
食
品

（
海
草
、
塩
、
お
茶
等
）
を
多
く
と

る
よ
う
に
つ
と
め
、
み
ん
な
で
む
し

歯
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。

関ロ文二郎

（踏蓼囎）

　
昨
年
末
、
歯
科
医
師
会
の
希
望
で

あ
っ
た
、
小
学
生
の
フ
ッ
素
洗
口
に

つ
い
て
、
新
大
歯
学
部
境
助
教
授
の

指
導
で
そ
の
安
全
性
を
十
分
確
認
の

う
え
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
歯
科
医
の
不
足
し
て
い
る
十
日

町
地
方
で
は
、
今
後
特
に
予
防
歯
科

を
重
点
に
集
団
で
虫
歯
予
防
を
行
な

い
、
虫
歯
の
罹
患
率
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
面
で
、
医

師
及
び
患
者
の
悩
み
を
少
し
で
も
、

解
決
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和50年6月10日とお』「夢お（3
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十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い
明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い
感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

　
　
△
云
ム
署

　
　
議

　
　
市
時

　
　
咽

　
　
第
臨

　
改
選
後
初
の
第
一
回
市
議
会
臨
時

会
は
、
五
月
十
四
日
午
前
十
時
か
ら

開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
議
長
に
は
、
丸
山
尚

政
氏
が
、
副
議
長
に
は
、
越
村
勝
治

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
も
つ
ぎ
の
と
お

り
き
ま
り
ま
し
た
。

　
◎
常
任
委
員
会
委
員

一
、
総
務
、
文
教
常
任
委
員
会
委
員

　
委
員
長
　
　
須
藤
誠
也

　
市
民
憲
章
「
市
民
の
願
い
」
は
、

昨
年
十
月
十
二
日
の
市
制
施
行
2
0
周

年
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
、
市
で
は

そ
の
後
、
市
民
憲
章
を
全
世
帯
に
配

布
。
市
内
小
中
学
校
の
教
室
に
掲
示

す
る
な
ど
そ
の
普
及
と
実
行
の
た
め

の
努
力
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
公
園
や
公
共
施
設
等
に

「
市
民
の
願
い
」
広
報
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
設
置
箇
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
一
、
公
園
…
愛
宕
、
神
明
、
宮
本

　
二
、
都
市
公
園
…
春
日
、
千
歳
、
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

議
長
に
丸
山
氏

　
　
　
副
議
長
に
越
村
（
勝
）
氏

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　甲　　　一　　　一　　一　　一　－　一
一一

　
副
委
員
長
　
小
林
正
俊

　
委
員
　
南
雲
金
一
、
長
谷
川
吉
二
、

大
島
清
松
、
尾
身
武
志
、
富
井
康
則

遠
田
金
市
、
越
村
勝
治
、
丸
山
尚
政

二
、
建
設
企
業
常
任
委
員
会
委
員

　
委
員
長
　
　
斉
木
　
正
義

　
副
委
員
長
　
風
間
又
五
郎

　
委
員
　
小
宮
山
達
男
、
小
林
辰
雄

樋
口
久
一
、
滝
沢
重
治
、
橋
本
貞
一

小
海
徳
治
、
佐
藤
利
雄

三
、
社
会
経
済
常
任
委
員
会
委
員

　
委
員
長
　
　
竹
内
　
真

北
、
住
吉
、
美
雪
、
河
内
、
妻
有
東

　
三
、
児
童
遊
園
地
…
愛
宕
、
四
ツ

宮
、
高
田
町
、
中
条
（
交
通
公
園
）

　
四
、
そ
の
他
行
政
施
設
…
市
役
所

前
、
体
育
館
付
近
、
城
ヵ
丘
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
青
少
年
ホ
ー
ム
前

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
市
民
憲

章
「
市
民
の
願
い
」
を
生
活
の
中
に

浸
透
さ
せ
、
ど
ん
ど
ん
実
行
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

23．5人

6．2人

幼
児
と
歯
の
健
康

　
こ
の
時
期
は
、
か
ら
だ
も
心
も
ぐ

ん
ぐ
ん
成
長
す
る
時
期
で
す
。
歯
も

乳
歯
の
根
の
下
で
永
久
歯
が
発
育
し

て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
に
よ
い
食
習
慣
を
つ
く
り

お
や
つ
の
与
え
方
を
工
夫
し
て
く
だ

さ
い
。
食
事
の
あ
と
の
口
洗
も
忘
れ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

フ
ッ
素
洗
口
法
開
始
：
；
o

　
　
均

　
　
平

49

年
国

　
　
全

49
年

娼
年

47
年

46
年

45
年

数
0
　
3
人

20

10

0

ム
シ
歯
の
一
本
も
な
い
子

災
害
は

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る

　　　　　（弥彦小学校）　　　　　　（全国平均）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　弥彦小学校では、昭和45年から、フッ　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ素洗口法を行なったが、昭和49年には、　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロムシ歯のない子が、100人のうち24人と予　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ防効果があがりました。　（全国平均は・　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ100人中6人）　　　　　　　　　　　　　　：

　
千
歳
公
園
に
と
り
つ
け

　
ら
れ
た
広
報
板

　
副
委
員
長
　
大
島
昭
三

　
委
員
　
越
村
大
吉
、
宮
沢
健
一
、

佐
藤
誠
一
、
根
津
新
作
、
吉
田
正
三

樋
熊
清
一
、
高
橋
桂
作

　
な
お
、
議
会
選
出
監
査
委
員
に
は

宮
沢
健
一
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
◎
特
別
委
員
会

▽
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
竹
内
　
真

　
副
委
員
長
　
富
井
康
則

▽
下
水
道
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
大
島
昭
三

　
副
委
員
長
　
根
津
新
作

　
◎
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
須
藤
誠
也

　
副
委
員
長
　
大
島
昭
三

　
六
月
十
日
は
、
明
治
三
十
三
年
旧

十
日
町
が
全
町
灰
儘
と
な
っ
た
大
火

七
十
五
周
年
記
念
日
に
あ
た
り
ま
す
。

　
大
火
当
時
の
十
三
日
は
、
臨
時
町

会
を
諏
訪
神
社
で
開
き
、
町
債
の
決

議
を
行
な
い
、
町
民
挙
げ
て
町
の
復

興
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
さ
れ
た
わ

け
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
七
十
五
年
、
当
時
の
惨

情
の
語
り
伝
い
も
薄
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　
〃
災
害
は
忘
れ
た

頃
や
っ
て
く
る
”
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
私
共
の
生
活
の
な
か
の

石
油
、
プ
ロ
パ
ン
、
電
気
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
生
活
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
勢
に
応
じ

て
消
防
も
広
域
消
防
組
織
と
な
り
、

防
火
態
勢
の
強
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
根
本
的
な
目
的
は
、

予
防
消
防
の
確
立
で
す
。
市
民
あ
げ

十日町地：域
（十日訂市・中魚沼郭）

の火災発生
状況（鵬青）

林部半全内総
1葵讐訳華

件件件件　二
需需需件
内内　内

件件　件

て
“
火
の
用
心
”
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
石
油
フ
ロ
釜
の
取
扱
い
に
注
意

　
昭
和
五
十
年
一
月
か
ら
五
月
ま
で

の
十
日
町
地
域
（
十
日
町
市
・
中
魚

沼
郡
）
で
の
火
災
発
生
状
況
は
別
表

の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
火
災
原
因

は
、
建
物
火
災
の
場
合
、
十
二
件
の

う
ち
、
六
件
は
石
油
フ
ロ
釜
が
原
因

で
す
。
フ
ロ
釜
の
構
造
や
石
油
の
性

質
な
ど
を
よ
く
知
り
、
点
検
を
忘
れ

ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
た
き
火
、
火
遊
び
に

よ
る
火
災
が
三
件
あ
り
ま
す
。
た
き

火
、
ご
み
の
焼
却
は
周
囲
の
安
全
を

確
か
め
、
ま
た
マ
ッ
チ
類
は
こ
ど
も

の
手
の
届
か
ぬ
所
に
置
く
な
ど
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　の　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

箕襲畿繍窟㊥
ましょう。

　異状な現象を発見したときは、消防団員、

市政事務嘱託員、消防署などに急報してく

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　ノ
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歯
予
防
に
フ
ッ
素
水
う
が
い

　
　
　
市
内
小
学
校
一
～
二
年
生
に
実
施

　
　
　
　
　
　
市
保
健
課
で
は
、
十
日
町
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

　
　
　
　
　
小
学
校
一
～
二
年
生
を
対
象
に
、
フ
ッ
素
水
に
よ
る
ブ
ク
ブ

　
　
　
　
　
ク
う
が
い
を
実
施
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
五
十
年
度
一
般
会
計

予
算
に
学
童
ム
シ
歯
予
防
薬
品
「
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
購

入
費
用
と
し
て
、
二
十
五
万
八
千
円
を
計
上
、
ム
シ
歯
予
防

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
予
防
効
果
は
50
襟
以
上

　
　
　
　
　
う
が
い
開
始
以
降
に
生
え
た
歯
（
永

　
　
　
　
　
久
歯
）
に
有
効

「
新
潟
県
に
お
け
る
ム

シ
歯
罹
患
状
況
」
（
昭
和

四
十
四
年
、
文
部
省
調

べ
）
に
よ
る
と
、
新
潟

県
の
小
学
学
童
の
百
人

の
う
ち
九
十
五
人
が
む

フ
ッ
素
う
が
い
を
す
る
こ
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
東
小
学
校
（
室
岡
倉
二
校
長
）
で
（
5
・
2
4
）

（第3種郵便物認可）昭和50年6月10日

㊥）食事がすんだら

ノ罪　　すぐ歯をみがこう

　ムシ歯のバイキンは、よごれた

お口が大好き。

　だから、食べもののカスがお口

に残っていると、よろこんであば

れはじめ、だいじな歯をせっせと

溶かしはじめます。

　食事のあとで、すぐ歯をみがく

よい子なら、バイキンもにげだし

てしまいますよ。

　（誕生日には歯の検査を受けましょう

し
歯
に
お
か
さ
れ
て
お
り
、
治
療
を

う
け
た
こ
ど
も
は
十
四
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
む
し
歯
は
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
に

い
た
る
ま
で
、
多
く
の
人
達
が
悩
ん

で
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を
保
つ
た

め
に
は
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が

歯
を
大
切
に
し
、
む
し
歯
を
つ
く
ら

な
い
努
力
、
い
わ
ゆ
る
む
し
歯
の
予

防
が
最
も
大
切
で
す
。

　
む
し
歯
の
予
防
方
法
は
、
砂
糖
分

を
と
り
す
ぎ
な
い
、
食
生
活
に
注
意

し
、
じ
ょ
う
ぶ
な
歯
質
を
つ
く
る
、

歯
み
が
き
の
励
行
な
ど
い
み
い
ろ
あ

り
ま
す
が
フ
ッ
素
水
を
利
用
し
た
口

洗
方
法
が
最
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　
一
分
間
ぶ
く
ぷ
く
う
が
い

　
市
内
の
各
小
学
校
で
は
、
去
る
六

月
一
日
か
ら
保
健
教
育
の
一
環
と
し

て
、
一
～
二
年
生
を
対
象
に
フ
ッ
素

水
の
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
の
集
団
ム
シ

歯
予
防
を
週
一
～
二
回
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
水
道
水
の
フ
ッ
素
添
加

が
研
究
さ
れ
て
い
る
が
フ
ッ
素
を
利

用
し
た
歯
の
腐
蝕
予
防
の
な
か
で
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
す
ぐ
れ
た
方
法
で
、

費
用
も
時
間
も
わ
ず
か
で
済
み
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
方
法
も
フ
ッ
素
水

の
う
が
い
を
始
め
た
と
き
、
す
で
に

生
え
て
い
た
古
い
歯
で
は
、
ほ
と
ん

ど
効
き
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

以
後
に
生
え
て
き
た
新
し
い
歯
（
永

久
歯
）
を
五
十
％
以
上
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
生
後
六
ヵ
月

か
ら
、
三
歳
位
ま
で
は
、
　
「
う
が
い

法
」
は
技
術
的
に
無
理
が
あ
り
ま
す

の
で
、
乳
歯
の
予
防
手
段
と
し
て
は
、

適
し
ま
せ
ん
。

　
歯
の
健
康
は
食
生
活
か
ら

1予・防藩

　ムシ歯は、ミュータンスという連鎖球菌が中心となってお

こる病気です。この菌は、口の中にいつも存在していて食物

中の砂糖を栄養に繁殖します。

　3つの条件

　く1）連鎖球菌が好む砂糖分をとりすぎない

　（2）飲食後、口をすすぎ、歯を清潔にする

　（3）よい歯質づくり

　このように、ムシ歯予防3つの条件のうち（1）と（3）の2つま

でが食生活に関係することがらです。

　（2）については、ムシ歯予防として、よく知られていますが

食生活のほうは見落しがちです。

　この機会に、ムシ歯予防の3つの条件を考えてみてください。

　
そ
こ
で
、
子
供
や
母
親
の
食
事
が

間
題
に
な
り
ま
す
。
歯
の
健
康
を
守

る
食
生
活
の
基
本
は
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
と
じ
ょ
う
ぶ
な
歯
質
を

つ
く
る
食
品
を
で
き
る
だ
け
多
く
と

る
こ
と
、
そ
し
て
、
食
べ
方
に
注
意

す
る
こ
と
で
す
。
特
に
乳
歯
が
形
成

さ
れ
る
妊
娠
中
と
、
永
久
歯
が
形
成

さ
れ
る
乳
幼
児
期
に
、
歯
に
必
要
な

良
質
の
た
ん
白
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ビ
タ
ミ
ン
な
ど
栄
養
素
を
多
く
含
ん

だ
食
品
や
フ
ッ
素
の
含
ま
れ
た
食
品

（
海
草
、
塩
、
お
茶
等
）
を
多
く
と

る
よ
う
に
つ
と
め
、
み
ん
な
で
む
し

歯
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。

関ロ文二郎

（踏蓼囎）

　
昨
年
末
、
歯
科
医
師
会
の
希
望
で

あ
っ
た
、
小
学
生
の
フ
ッ
素
洗
口
に

つ
い
て
、
新
大
歯
学
部
境
助
教
授
の

指
導
で
そ
の
安
全
性
を
十
分
確
認
の

う
え
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
歯
科
医
の
不
足
し
て
い
る
十
日

町
地
方
で
は
、
今
後
特
に
予
防
歯
科

を
重
点
に
集
団
で
虫
歯
予
防
を
行
な

い
、
虫
歯
の
罹
患
率
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
面
で
、
医

師
及
び
患
者
の
悩
み
を
少
し
で
も
、

解
決
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和50年6月10日とお』「夢お（3
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十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い
明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い
感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

　
　
△
云
ム
署

　
　
議

　
　
市
時

　
　
咽

　
　
第
臨

　
改
選
後
初
の
第
一
回
市
議
会
臨
時

会
は
、
五
月
十
四
日
午
前
十
時
か
ら

開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
議
長
に
は
、
丸
山
尚

政
氏
が
、
副
議
長
に
は
、
越
村
勝
治

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
も
つ
ぎ
の
と
お

り
き
ま
り
ま
し
た
。

　
◎
常
任
委
員
会
委
員

一
、
総
務
、
文
教
常
任
委
員
会
委
員

　
委
員
長
　
　
須
藤
誠
也

　
市
民
憲
章
「
市
民
の
願
い
」
は
、

昨
年
十
月
十
二
日
の
市
制
施
行
2
0
周

年
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
、
市
で
は

そ
の
後
、
市
民
憲
章
を
全
世
帯
に
配

布
。
市
内
小
中
学
校
の
教
室
に
掲
示

す
る
な
ど
そ
の
普
及
と
実
行
の
た
め

の
努
力
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
公
園
や
公
共
施
設
等
に

「
市
民
の
願
い
」
広
報
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
設
置
箇
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
一
、
公
園
…
愛
宕
、
神
明
、
宮
本

　
二
、
都
市
公
園
…
春
日
、
千
歳
、
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

議
長
に
丸
山
氏

　
　
　
副
議
長
に
越
村
（
勝
）
氏

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　甲　　　一　　　一　　一　　一　－　一
一一

　
副
委
員
長
　
小
林
正
俊

　
委
員
　
南
雲
金
一
、
長
谷
川
吉
二
、

大
島
清
松
、
尾
身
武
志
、
富
井
康
則

遠
田
金
市
、
越
村
勝
治
、
丸
山
尚
政

二
、
建
設
企
業
常
任
委
員
会
委
員

　
委
員
長
　
　
斉
木
　
正
義

　
副
委
員
長
　
風
間
又
五
郎

　
委
員
　
小
宮
山
達
男
、
小
林
辰
雄

樋
口
久
一
、
滝
沢
重
治
、
橋
本
貞
一

小
海
徳
治
、
佐
藤
利
雄

三
、
社
会
経
済
常
任
委
員
会
委
員

　
委
員
長
　
　
竹
内
　
真

北
、
住
吉
、
美
雪
、
河
内
、
妻
有
東

　
三
、
児
童
遊
園
地
…
愛
宕
、
四
ツ

宮
、
高
田
町
、
中
条
（
交
通
公
園
）

　
四
、
そ
の
他
行
政
施
設
…
市
役
所

前
、
体
育
館
付
近
、
城
ヵ
丘
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
青
少
年
ホ
ー
ム
前

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
市
民
憲

章
「
市
民
の
願
い
」
を
生
活
の
中
に

浸
透
さ
せ
、
ど
ん
ど
ん
実
行
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

23．5人

6．2人

幼
児
と
歯
の
健
康

　
こ
の
時
期
は
、
か
ら
だ
も
心
も
ぐ

ん
ぐ
ん
成
長
す
る
時
期
で
す
。
歯
も

乳
歯
の
根
の
下
で
永
久
歯
が
発
育
し

て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
に
よ
い
食
習
慣
を
つ
く
り

お
や
つ
の
与
え
方
を
工
夫
し
て
く
だ

さ
い
。
食
事
の
あ
と
の
口
洗
も
忘
れ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

フ
ッ
素
洗
口
法
開
始
：
；
o

　
　
均

　
　
平

49

年
国

　
　
全

49
年

娼
年

47
年

46
年

45
年

数
0
　
3
人

20

10

0

ム
シ
歯
の
一
本
も
な
い
子

災
害
は

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る

　　　　　（弥彦小学校）　　　　　　（全国平均）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　弥彦小学校では、昭和45年から、フッ　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ素洗口法を行なったが、昭和49年には、　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロムシ歯のない子が、100人のうち24人と予　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ防効果があがりました。　（全国平均は・　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ100人中6人）　　　　　　　　　　　　　　：

　
千
歳
公
園
に
と
り
つ
け

　
ら
れ
た
広
報
板

　
副
委
員
長
　
大
島
昭
三

　
委
員
　
越
村
大
吉
、
宮
沢
健
一
、

佐
藤
誠
一
、
根
津
新
作
、
吉
田
正
三

樋
熊
清
一
、
高
橋
桂
作

　
な
お
、
議
会
選
出
監
査
委
員
に
は

宮
沢
健
一
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
◎
特
別
委
員
会

▽
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
竹
内
　
真

　
副
委
員
長
　
富
井
康
則

▽
下
水
道
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
大
島
昭
三

　
副
委
員
長
　
根
津
新
作

　
◎
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
須
藤
誠
也

　
副
委
員
長
　
大
島
昭
三

　
六
月
十
日
は
、
明
治
三
十
三
年
旧

十
日
町
が
全
町
灰
儘
と
な
っ
た
大
火

七
十
五
周
年
記
念
日
に
あ
た
り
ま
す
。

　
大
火
当
時
の
十
三
日
は
、
臨
時
町

会
を
諏
訪
神
社
で
開
き
、
町
債
の
決

議
を
行
な
い
、
町
民
挙
げ
て
町
の
復

興
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
さ
れ
た
わ

け
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
七
十
五
年
、
当
時
の
惨

情
の
語
り
伝
い
も
薄
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　
〃
災
害
は
忘
れ
た

頃
や
っ
て
く
る
”
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
私
共
の
生
活
の
な
か
の

石
油
、
プ
ロ
パ
ン
、
電
気
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
生
活
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
勢
に
応
じ

て
消
防
も
広
域
消
防
組
織
と
な
り
、

防
火
態
勢
の
強
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
根
本
的
な
目
的
は
、

予
防
消
防
の
確
立
で
す
。
市
民
あ
げ

十日町地：域
（十日訂市・中魚沼郭）

の火災発生
状況（鵬青）

林部半全内総
1葵讐訳華

件件件件　二
需需需件
内内　内

件件　件

て
“
火
の
用
心
”
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
石
油
フ
ロ
釜
の
取
扱
い
に
注
意

　
昭
和
五
十
年
一
月
か
ら
五
月
ま
で

の
十
日
町
地
域
（
十
日
町
市
・
中
魚

沼
郡
）
で
の
火
災
発
生
状
況
は
別
表

の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
火
災
原
因

は
、
建
物
火
災
の
場
合
、
十
二
件
の

う
ち
、
六
件
は
石
油
フ
ロ
釜
が
原
因

で
す
。
フ
ロ
釜
の
構
造
や
石
油
の
性

質
な
ど
を
よ
く
知
り
、
点
検
を
忘
れ

ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
た
き
火
、
火
遊
び
に

よ
る
火
災
が
三
件
あ
り
ま
す
。
た
き

火
、
ご
み
の
焼
却
は
周
囲
の
安
全
を

確
か
め
、
ま
た
マ
ッ
チ
類
は
こ
ど
も

の
手
の
届
か
ぬ
所
に
置
く
な
ど
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　の　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

箕襲畿繍窟㊥
ましょう。

　異状な現象を発見したときは、消防団員、

市政事務嘱託員、消防署などに急報してく

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　ノ
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長
い
冬
が
終
わ
り
、
戸
外
で
体
を
動
か
し
や
す

い
こ
の
時
期
に
、
私
達
は
自
分
に
適
し
た
運
動
を

み
つ
け
、
積
極
的
に
体
力
づ
く
り
を
進
め
た
い
も

の
で
す
。

　
市
内
各
体
育
協
会
の
主
催
で
各
種

の
ス
ポ
ー
ッ
事
業
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
市
で
も
「
婦
人
体
育

教
室
」
刀
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

熱灘縞

ρ

」ノ

戸
外
で
の
び
の
び
と
運
動
を

　
　
　
　
　
　
（
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
）

を
開
設
し
て
、
広
く
市
民
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
、
詳
細
は
、
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
曾
七
－
一
．
二
＝
番

へ
。　
婦
人
体
育
教
室

　
日
頃
、
と
か
く
運
動
不
足
が
ち
の

婦
人
層
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り

体
育
教
室
を
開
設
し
、
体
力
づ
く
り
、

明
る
い
仲
間
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り

に
役
だ
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
期
問
　
六
月
～
十
月
ま
で

　
会
場
と
期
日

　
　
市
民
体
育
館
　
毎
週
水
曜
日

　
　
水
沢
小
学
校
　
毎
週
金
曜
日

　
　
吉
田
小
学
校
　
毎
週
火
曜
日

　
　
川
治
小
学
校
　
毎
週
木
曜
日

　
時
間
　
午
後
七
時
半
～
九
時
半

　
種
目
　
体
操
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ア
ー
チ
ェ
リ

　
　
ー
そ
の
他
。
す
で
に
水
沢
小
、

　
　
吉
田
小
で
は
実
施
し
て
い
ま
す

　
　
が
、
川
治
小
で
は
六
月
十
三
日

　
　
に
、
市
民
体
育
館
は
六
月
十
八

　
　
日
に
そ
れ
ぞ
れ
午
後
七
時
半
か

　
　
ら
開
講
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ン

攣
　
　
　
レ
蝕
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
ク

会
・
．
締

石
　
　
雄

　
明
る
い
仲
間
づ
く
り
と
体
力
づ
く

り
を
目
標
に
よ
り
多
く
の
市
民
に
接

し
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
正
し
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　
期
日
　
六
月
八
日
か
ら
八
月
三
十

　
　
一
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
（
雨

　
　
天
は
中
止
）

　
時
間
　
午
前
五
時
五
十
分
～
七
時

　
　
ま
で
（
約
十
五
～
二
十
キ
。
財
の

　
　
コ
ー
ス
）

　
集
合
　
市
役
所
前
広
場

　
参
加
料
　
保
険
料
含
み
三
百
円

．
，
○
～
．
！
6
～
■
’
○
～
■
ノ
O
～
■
ノ
○
～
■
！
ら
～
■
’
○
、
■
’
6
～
◎
’
■
～
■
，
○
、
■
’
○
～
◎
～
●
～
◎
’
○
～
◎
！
○
、
■
4
侮
⊂
，
－
♂
ら
～

プ
ー
ル
使
用
を
安
全
に

、　’

猷◎
　o』
o

1

　
水
に
親
し
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
教
委
で
は
、
こ
の
夏
も
児
童
生

徒
が
安
全
に
の
び
の
び
と
水
泳
練
習

に
は
げ
み
、
泳
力
の
強
化
と
心
身
の

鍛
練
が
で
き
る
よ
う
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
ブ
ー
ル
使
用
L
の
き
ま
り
を
つ
く

っ
て
各
学
校
へ
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
学
校
の
P
T
A
を
は
じ

め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が

な
け
れ
ば
効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
運
営
協
議
会
で
計
画

　
プ
ー
ル
使
用
研
究
委
員
会
で
、
プ

ー
ル
使
用
の
方
法
、
使
用
者
の
危
険

防
止
、
施
設
設
備
の
管
理
、
運
営
協

議
会
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
研
究

す
る
。
運
営
協
議
会
は
、
学
校
長
、

教
職
員
、
P
T
A
役
員
、
体
育
関
係

者
等
で
構
成
し
、
プ
ー
ル
使
用
の
日

時
、
方
法
、
施
設
設
備
の
管
理
、
監

視
の
方
法
等
を
計
画
し
、
児
童
生
徒

に
使
用
の
方
法
、
日
程
、
留
意
点
な

ど
を
指
導
し
、
安
全
に
つ
い
て
万
全

を
は
か
る
。
プ
ー
ル
の
日
常
的
管
理

は
学
校
が
行
な
う
な
ど
で
す
。

電
気
税
軽
減
該
当
者
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
五
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
登
録
さ
れ

た
織
機
や
ね
ん
糸
機
等
に
直
接
使
用

す
る
電
気
に
つ
い
て
縁
、
六
月
一
日

か
ら
電
気
税
が
三
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
至
急
市
役
所
税

務
課
管
理
徴
収
係
（
費
七
－
三
二

一
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
を
水
か
ら
守
ろ
う

　
今
年
も
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

市
で
は
、
水
の
事
故
死
を
な
く
す
た

め
、
　
「
こ
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守

る
運
動
」
を
幼
稚
園
や
保
育
所
、
学

校
、
保
護
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
○
幼

児
に
対
す
る
監
護
の
徹
底
、
O
児
童

生
徒
に
対
す
る
水
泳
指
導
の
強
化
、

○
水
泳
指
定
区
域
の
設
定
と
周
知
徹

底
の
三
つ
。
県
民
生
部
の
調
べ
に
よ

る
と
、
新
潟
県
下
の
昭
和
四
十
九
年

一
か
年
間
の
水
死
事
故
は
、
一
四
八

件
、
う
ち
、
六
歳
未
満
の
幼
児
は
、

五
三
件
（
全
体
の
三
五
・
八
％
）
と

高
い
割
合
を
示
し
、
そ
の
時
期
は
、

農
繁
期
頃
か
ら
八
月
頃
に
集
中
し
て

い
ま
す
。

　
特
に
県
下
の
昨
年
の
幼
児
の
水
死

事
故
は
、
交
通
事
故
死
の
二
倍
強
に

の
ぼ
つ
て
お
り
、
場
所
は
、
用
水
掘
、

ミ
ゾ
が
二
八
％
で
ト
ッ
プ
。
池
、
沼

が
一
八
％
で
第
二
位
で
す
が
、
フ
ロ

や
庭
の
池
と
い
っ
た
思
い
が
け
な
い

場
所
で
事
故
が
起
き
る
の
が
幼
児
の

水
死
事
故
の
特
徴
で
す
。
大
半
は
、

親
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
す
き
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
最
近
、
水
死
二
件
（
自

宅
付
近
の
側
溝
で
子
も
り
が
わ
ず
か

に
目
を
離
し
た
間
に
二
歳
の
男
児
死

亡
等
）
救
助
一
件
（
通
学
途
中
で
側
溝

に
転
落
し
救
助
）
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
　
郡
市
内
で
昨
年
五
月
か
ら
今
年
四

月
ま
で
の
幼
児
の
水
死
事
故
は
死
亡

三
件
、
行
方
不
明
一
件
、
救
助
一
件

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
自
宅
付
近
の
池
、
側
溝
、
排
水

路
な
ど
で
保
護
者
が
ち
ょ
つ
と
目
を

離
し
た
ス
キ
に
お
き
て
い
ま
す
の
で
、

特
に
家
庭
で
の
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
家
の
周
囲
の
危
険
個
所
の
点

検
を
行
な
い
、
幼
児
が
危
険
な
場
所

に
近
づ
か
な
い
、
近
づ
か
せ
な
い
よ

う
家
庭
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
他
人
の
子
ど
も
で
も
危
険
な

場
所
で
遊
ん
で
い
た
ら
一
声
か
け
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

（第3種郵便物認可）昭和50年6月10日

交
通
事
故
を
根
絶
し
ょ
う

　
　
　
　
　
わ
き
見
運
転
は
や
め
て

　
こ
の
ほ
ど
、
「
こ
ど
も
や
老
人
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
」
を
重
点
と
し
た

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
、
市
で
は
、
交
通
安
全
協

会
や
地
域
、
職
場
団
体
等
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
で
期
間
中
は
黄
色

一
色
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
近
、
市
内
で
は

居
眠
運
転
に
よ
る
学
童
死
傷
等
悲
惨

き
わ
ま
り
な
い
重
大
死
亡
事
故
が
発

生
。
さ
ら
に
三
日

間
連
続
し
て
重
大

死
亡
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
い
ず

れ
も
、
わ
き
見
運

転
、
安
全
不
確
認

な
ど
運
転
者
の
不

注
意
に
よ
る
も
の

で
、
被
害
者
は
、
幼

児
三
人
、
小
学
生
一
人
、
六
十
歳
以

上
の
老
人
四
人
と
交
通
弱
者
が
ほ
と

ん
ど
を
し
め
て
い
ま
す
。
市
及
び
十

日
町
警
察
署
で
は
、
異
常
発
生
し
て

い
る
死
亡
事
故
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
、
連
日
交
通
指
導
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、
悲
し

い
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

家
庭
等
で
真
剣
に
話
し
あ
っ
て
、
交

通
事
故
の
加
害
者
、
被
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
事
故
根
絶
の
た
め
、
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
方
法
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

町
内
ぐ
る
み
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
除
機
具
を
貸
し
出
し
ま
す

　
市
で
は
小
型
防
除
機
（
持
ち
歩
き

が
で
き
る
）
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。
高
枝
切
り
バ
サ
ミ
も
貸
し
出
し

ま
す
。

　
貸
し
出
し
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
、

町
内
防
除
班
、
各
事
業
所
単
位
で
行

な
い
ま
す
の
で
、
貸
し
出
し
を
希
望

さ
れ
る
町
内
は
市
農
林
課
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
（
魯
七
⊥
二
一
二
番
）

　
な
お
薬
剤
　
は
実
施
者
か
ら
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
（
薬
剤
は
農
協
　
各
事
業
所
へ
）

つ
ぎ
の
こ
と
を
守
ろ
う

　
○
こ
ど
も
の
と
び
だ
し
は
絶
対
し

な
「
い
。

　
O
お
母
さ
ん
は
、
こ
ど
も
の
手
を

し
っ
か
り
に
ぎ
っ
て
歩
く
。

　
○
お
と
し
よ
り
は
、
で
き
る
だ
け

夜
の
外
出
は
や
め
る
。

　
O
自
転
車
は
安
全
を
確
か
め
て
か

ら
右
折
し
ま
す
。
特
に
後
ろ
は
念
入

り
に
。

　
○
運
転
者
は
経
済
速
度
を
守
り
、

無
理
な
追
越
し
は
し
な
い
。

軽
自
動
車
の
検
査
期
限

　
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
届
出
済

証
の
届
出
年
月
日
に
よ
り
検
査
期
限

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
自
動
車

は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
検
査
を

受
け
な
い
と
法
令
違
反
と
な
り
ま
す
。

　
検
査
を
受
け
て
、
お
互
い
の
安
全

と
公
害
防
止
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

「
N
H
K
こ
と
ば
の

　
　
　
　
治
療
教
室
」
公
開
録
画

とおゴ『夢35
　
　
／
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＼

　
六
月
は
、
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ
ロ
）
の
発
生
時

期
で
す
。
ア
メ
シ
ロ
は
薬
剤
散
布
だ

け
で
は
絶
滅
す
る
こ
と
が
大
変
に
困

難
で
す
。
ア
メ
シ
ロ
の
防
除
方
法
は

ア
メ
シ
ロ
の
弱
点
を
つ
か
ん
で
、
効

果
的
に
防
除
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
大
き
な
被
害
を
受
け
る
前
に
み
ん

な
で
ア
メ
シ
ロ
を
や
っ
つ
け
ま
し
ょ

い
フ
Q
　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検
し
、
葉

ア
メ
シ
ロ
か
ら
緑
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
糸
を
は
き
ま
き
込
ん
だ
“
ス
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ン

状
の
葉
”
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ア
メ
シ

ロ
の
毛
虫
の
巣
で
す
。
こ
の
巣
を
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
に
切
り
落
と
し
、
踏

み
つ
ぶ
す
か
焼
き
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

　
薬
剤
散
布
は
町
内
（
事
業
所
）
単
位
で

　
ア
メ
シ
ロ
の
毛
虫
は
大
き
く
な
る

と
一
匹
ご
と
に
独
立
し
、
樹
木
全
体

を
食
い
荒
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
効
果
的
な
防
除

方
法
が
な
く
、
薬
剤
防
除
に
よ
っ
て

被
害
の
広
が
り
を
く
い
と
め
る
よ
り

方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

　
こ
と
ば
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん
を

も
つ
親
と
教
帥
の
つ
ど
い
「
N
H
K

こ
と
ば
の
治
療
教
室
」
は
、
六
月

二
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
市
民
会
館

（
市
公
民
館
）
で
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
N
H
K
と
市
教
委
が
主
催

し
、
こ
と
ば
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
家
庭
で
、
そ
の
お
子
さ

ん
を
指
導
す
る
場
合
に
、
正
し
い
指

導
方
法
を
、
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
　
「
こ
と
ば
の
治
療
教
室
」
の
番

組
公
開
と
あ
わ
せ
、
こ
の
問
題
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
専
門
の
先
生

に
よ
る
講
演
と
相
談
会
を
お
こ
な
う

も
の
で
す
。
当
日
、
午
前
十
時
～
十

一
時
ま
で
講
演
「
家
庭
で
の
こ
と
ば

の
指
導
」
午
前
十
一
時
～
正
午
「
こ

と
ば
の
治
療
教
室
」
の
公
開
録
画
を

行
な
い
ま
す
。
　
（
放
送
日
…
七
月
四

日
（
金
）
午
後
三
時
三
十
五
分
～
四

時
五
分
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
で
、
ま

た
、
七
月
五
日
（
土
）
午
前
八
時
三

十
分
～
九
時
）
ま
た
、
午
後
一
時
か

ら
、
つ
ぎ
の
部
門
に
分
か
れ
こ
と
ば

の
治
療
相
談
会
を
専
門
の
講
師
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

　
こ
と
ば
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

六
月
二
十
五
日
ま
で
に
N
H
K
新
潟

放
送
局
（
新
潟
市
弁
天
町
一
の
必
）

「
こ
と
ば
の
治
療
教
室
」
あ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
の
た
め

の
費
用
は
無
料
で
、
当
日
は
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
受
付
け
ま
す
。

　
こ
と
ば
の
治
療
相
談
会
（
部
門
別
）

一
、
発
音
に
問
題
の
あ
る
子

二
、
口
蓋
裂
に
よ
る
障
害
の
あ
る
子

三
、
聞
こ
え
に
問
題
の
あ
る
子

四
、
こ
と
ば
の
発
達
の
お
く
れ
て
い

る
子
五
、
ど
も
り
の
子

六
、
脳
性
マ
ヒ
に
よ
る
障
害
の
あ
る
子

　
是
非
、
お
お
ぜ
い
お
さ
そ
い
の
う

え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く

　
今
月
は
市
民
税
第
一
期
と

国
民
健
康
保
険
料
第
二
期
の

納
期
で
す
。
お
忘
れ
な
く
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
車
の
異
動
届
は

　
確
実
に

　
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
バ
イ

ク
や
軽
四
輪
な
ど
を
廃
車
し
た
り
他

人
に
売
渡
し
た
場
合
は
必
ず
異
動
届

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が
な

い
と
い
つ
ま
で
も
軽
自
動
車
税
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
届
出
先

　
バ
イ
ク
等
（
一
二
五
㏄
以
下
）
は
、

市
税
務
課
へ
。
軽
四
輪
な
ど
（
一
二

五
㏄
以
上
）
は
、
新
潟
陸
運
事
務
所

へ
。
た
だ
し
、
個
人
で
軽
四
輪
な
ど

の
廃
車
を
す
る
場
合
は
、
む
ず
か
し

い
手
続
き
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

な
る
べ
く
自
動
車
販
売
業
者
に
依
頼

さ
れ
る
方
が
便
利
で
す
。

　
水
身
ヱ
〈
切
に

　
市
民
の
水
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
市
水
道
課
は
、
水
道
週
間

の
一
環
と
し
て
、
巡
回
相
談
、
ろ
う

水
検
査
、
水
源
地
の
一
般
公
開
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
水
道
水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
切
な
役
目

を
は
た
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
の

水
道
は
、
水
需
要
の
増
大
に
伴
い
、

施
設
の
拡
充
、
給
水
区
域
の
拡
張
が

急
務
と
な
り
、
上
水
道
で
は
昭
和
五

十
一
年
を
目
標
に
第
五
水
源
の
確
保

と
、
ま
た
、
簡
易
水
道
施
設
の
改
善
、

新
設
予
定
地
区
の
水
源
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
水
道

を
大
切
に
見
守
り
、
は
げ
ま
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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長
い
冬
が
終
わ
り
、
戸
外
で
体
を
動
か
し
や
す

い
こ
の
時
期
に
、
私
達
は
自
分
に
適
し
た
運
動
を

み
つ
け
、
積
極
的
に
体
力
づ
く
り
を
進
め
た
い
も

の
で
す
。

　
市
内
各
体
育
協
会
の
主
催
で
各
種

の
ス
ポ
ー
ッ
事
業
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
市
で
も
「
婦
人
体
育

教
室
」
刀
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

熱灘縞

ρ

」ノ

戸
外
で
の
び
の
び
と
運
動
を

　
　
　
　
　
　
（
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
）

を
開
設
し
て
、
広
く
市
民
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
、
詳
細
は
、
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
曾
七
－
一
．
二
＝
番

へ
。　
婦
人
体
育
教
室

　
日
頃
、
と
か
く
運
動
不
足
が
ち
の

婦
人
層
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り

体
育
教
室
を
開
設
し
、
体
力
づ
く
り
、

明
る
い
仲
間
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り

に
役
だ
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
期
問
　
六
月
～
十
月
ま
で

　
会
場
と
期
日

　
　
市
民
体
育
館
　
毎
週
水
曜
日

　
　
水
沢
小
学
校
　
毎
週
金
曜
日

　
　
吉
田
小
学
校
　
毎
週
火
曜
日

　
　
川
治
小
学
校
　
毎
週
木
曜
日

　
時
間
　
午
後
七
時
半
～
九
時
半

　
種
目
　
体
操
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ア
ー
チ
ェ
リ

　
　
ー
そ
の
他
。
す
で
に
水
沢
小
、

　
　
吉
田
小
で
は
実
施
し
て
い
ま
す

　
　
が
、
川
治
小
で
は
六
月
十
三
日

　
　
に
、
市
民
体
育
館
は
六
月
十
八

　
　
日
に
そ
れ
ぞ
れ
午
後
七
時
半
か

　
　
ら
開
講
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ン

攣
　
　
　
レ
蝕
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
ク

会
・
．
締

石
　
　
雄

　
明
る
い
仲
間
づ
く
り
と
体
力
づ
く

り
を
目
標
に
よ
り
多
く
の
市
民
に
接

し
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
正
し
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　
期
日
　
六
月
八
日
か
ら
八
月
三
十

　
　
一
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
（
雨

　
　
天
は
中
止
）

　
時
間
　
午
前
五
時
五
十
分
～
七
時

　
　
ま
で
（
約
十
五
～
二
十
キ
。
財
の

　
　
コ
ー
ス
）

　
集
合
　
市
役
所
前
広
場
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水
に
親
し
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
教
委
で
は
、
こ
の
夏
も
児
童
生

徒
が
安
全
に
の
び
の
び
と
水
泳
練
習

に
は
げ
み
、
泳
力
の
強
化
と
心
身
の

鍛
練
が
で
き
る
よ
う
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
ブ
ー
ル
使
用
L
の
き
ま
り
を
つ
く

っ
て
各
学
校
へ
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
学
校
の
P
T
A
を
は
じ

め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が

な
け
れ
ば
効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
運
営
協
議
会
で
計
画

　
プ
ー
ル
使
用
研
究
委
員
会
で
、
プ

ー
ル
使
用
の
方
法
、
使
用
者
の
危
険

防
止
、
施
設
設
備
の
管
理
、
運
営
協

議
会
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
研
究

す
る
。
運
営
協
議
会
は
、
学
校
長
、

教
職
員
、
P
T
A
役
員
、
体
育
関
係

者
等
で
構
成
し
、
プ
ー
ル
使
用
の
日

時
、
方
法
、
施
設
設
備
の
管
理
、
監

視
の
方
法
等
を
計
画
し
、
児
童
生
徒

に
使
用
の
方
法
、
日
程
、
留
意
点
な

ど
を
指
導
し
、
安
全
に
つ
い
て
万
全

を
は
か
る
。
プ
ー
ル
の
日
常
的
管
理

は
学
校
が
行
な
う
な
ど
で
す
。

電
気
税
軽
減
該
当
者
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
五
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
登
録
さ
れ

た
織
機
や
ね
ん
糸
機
等
に
直
接
使
用

す
る
電
気
に
つ
い
て
縁
、
六
月
一
日

か
ら
電
気
税
が
三
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
至
急
市
役
所
税

務
課
管
理
徴
収
係
（
費
七
－
三
二

一
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
を
水
か
ら
守
ろ
う

　
今
年
も
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

市
で
は
、
水
の
事
故
死
を
な
く
す
た

め
、
　
「
こ
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守

る
運
動
」
を
幼
稚
園
や
保
育
所
、
学

校
、
保
護
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
○
幼

児
に
対
す
る
監
護
の
徹
底
、
O
児
童

生
徒
に
対
す
る
水
泳
指
導
の
強
化
、

○
水
泳
指
定
区
域
の
設
定
と
周
知
徹

底
の
三
つ
。
県
民
生
部
の
調
べ
に
よ

る
と
、
新
潟
県
下
の
昭
和
四
十
九
年

一
か
年
間
の
水
死
事
故
は
、
一
四
八

件
、
う
ち
、
六
歳
未
満
の
幼
児
は
、

五
三
件
（
全
体
の
三
五
・
八
％
）
と

高
い
割
合
を
示
し
、
そ
の
時
期
は
、

農
繁
期
頃
か
ら
八
月
頃
に
集
中
し
て

い
ま
す
。

　
特
に
県
下
の
昨
年
の
幼
児
の
水
死

事
故
は
、
交
通
事
故
死
の
二
倍
強
に

の
ぼ
つ
て
お
り
、
場
所
は
、
用
水
掘
、

ミ
ゾ
が
二
八
％
で
ト
ッ
プ
。
池
、
沼

が
一
八
％
で
第
二
位
で
す
が
、
フ
ロ

や
庭
の
池
と
い
っ
た
思
い
が
け
な
い

場
所
で
事
故
が
起
き
る
の
が
幼
児
の

水
死
事
故
の
特
徴
で
す
。
大
半
は
、

親
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
す
き
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
最
近
、
水
死
二
件
（
自

宅
付
近
の
側
溝
で
子
も
り
が
わ
ず
か

に
目
を
離
し
た
間
に
二
歳
の
男
児
死

亡
等
）
救
助
一
件
（
通
学
途
中
で
側
溝

に
転
落
し
救
助
）
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
　
郡
市
内
で
昨
年
五
月
か
ら
今
年
四

月
ま
で
の
幼
児
の
水
死
事
故
は
死
亡

三
件
、
行
方
不
明
一
件
、
救
助
一
件

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
自
宅
付
近
の
池
、
側
溝
、
排
水

路
な
ど
で
保
護
者
が
ち
ょ
つ
と
目
を

離
し
た
ス
キ
に
お
き
て
い
ま
す
の
で
、

特
に
家
庭
で
の
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
家
の
周
囲
の
危
険
個
所
の
点

検
を
行
な
い
、
幼
児
が
危
険
な
場
所

に
近
づ
か
な
い
、
近
づ
か
せ
な
い
よ

う
家
庭
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
他
人
の
子
ど
も
で
も
危
険
な

場
所
で
遊
ん
で
い
た
ら
一
声
か
け
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

（第3種郵便物認可）昭和50年6月10日

交
通
事
故
を
根
絶
し
ょ
う

　
　
　
　
　
わ
き
見
運
転
は
や
め
て

　
こ
の
ほ
ど
、
「
こ
ど
も
や
老
人
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
」
を
重
点
と
し
た

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
、
市
で
は
、
交
通
安
全
協

会
や
地
域
、
職
場
団
体
等
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
で
期
間
中
は
黄
色

一
色
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
近
、
市
内
で
は

居
眠
運
転
に
よ
る
学
童
死
傷
等
悲
惨

き
わ
ま
り
な
い
重
大
死
亡
事
故
が
発

生
。
さ
ら
に
三
日

間
連
続
し
て
重
大

死
亡
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
い
ず

れ
も
、
わ
き
見
運

転
、
安
全
不
確
認

な
ど
運
転
者
の
不

注
意
に
よ
る
も
の

で
、
被
害
者
は
、
幼

児
三
人
、
小
学
生
一
人
、
六
十
歳
以

上
の
老
人
四
人
と
交
通
弱
者
が
ほ
と

ん
ど
を
し
め
て
い
ま
す
。
市
及
び
十

日
町
警
察
署
で
は
、
異
常
発
生
し
て

い
る
死
亡
事
故
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
、
連
日
交
通
指
導
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、
悲
し

い
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

家
庭
等
で
真
剣
に
話
し
あ
っ
て
、
交

通
事
故
の
加
害
者
、
被
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
事
故
根
絶
の
た
め
、
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
方
法
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

町
内
ぐ
る
み
で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
除
機
具
を
貸
し
出
し
ま
す

　
市
で
は
小
型
防
除
機
（
持
ち
歩
き

が
で
き
る
）
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。
高
枝
切
り
バ
サ
ミ
も
貸
し
出
し

ま
す
。

　
貸
し
出
し
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
、

町
内
防
除
班
、
各
事
業
所
単
位
で
行

な
い
ま
す
の
で
、
貸
し
出
し
を
希
望

さ
れ
る
町
内
は
市
農
林
課
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
（
魯
七
⊥
二
一
二
番
）

　
な
お
薬
剤
　
は
実
施
者
か
ら
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
（
薬
剤
は
農
協
　
各
事
業
所
へ
）

つ
ぎ
の
こ
と
を
守
ろ
う

　
○
こ
ど
も
の
と
び
だ
し
は
絶
対
し

な
「
い
。

　
O
お
母
さ
ん
は
、
こ
ど
も
の
手
を

し
っ
か
り
に
ぎ
っ
て
歩
く
。

　
○
お
と
し
よ
り
は
、
で
き
る
だ
け

夜
の
外
出
は
や
め
る
。

　
O
自
転
車
は
安
全
を
確
か
め
て
か

ら
右
折
し
ま
す
。
特
に
後
ろ
は
念
入

り
に
。

　
○
運
転
者
は
経
済
速
度
を
守
り
、

無
理
な
追
越
し
は
し
な
い
。

軽
自
動
車
の
検
査
期
限

　
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
届
出
済

証
の
届
出
年
月
日
に
よ
り
検
査
期
限

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
軽
自
動
車

は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
検
査
を

受
け
な
い
と
法
令
違
反
と
な
り
ま
す
。

　
検
査
を
受
け
て
、
お
互
い
の
安
全

と
公
害
防
止
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

「
N
H
K
こ
と
ば
の
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六
月
は
、
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ
ロ
）
の
発
生
時

期
で
す
。
ア
メ
シ
ロ
は
薬
剤
散
布
だ

け
で
は
絶
滅
す
る
こ
と
が
大
変
に
困

難
で
す
。
ア
メ
シ
ロ
の
防
除
方
法
は

ア
メ
シ
ロ
の
弱
点
を
つ
か
ん
で
、
効

果
的
に
防
除
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
大
き
な
被
害
を
受
け
る
前
に
み
ん

な
で
ア
メ
シ
ロ
を
や
っ
つ
け
ま
し
ょ

い
フ
Q
　
効
果
的
な
防
除
方
法

　
庭
や
付
近
の
樹
木
を
点
検
し
、
葉

ア
メ
シ
ロ
か
ら
緑
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
糸
を
は
き
ま
き
込
ん
だ
“
ス
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ン

状
の
葉
”
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ア
メ
シ

ロ
の
毛
虫
の
巣
で
す
。
こ
の
巣
を
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
に
切
り
落
と
し
、
踏

み
つ
ぶ
す
か
焼
き
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

　
薬
剤
散
布
は
町
内
（
事
業
所
）
単
位
で

　
ア
メ
シ
ロ
の
毛
虫
は
大
き
く
な
る

と
一
匹
ご
と
に
独
立
し
、
樹
木
全
体

を
食
い
荒
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
効
果
的
な
防
除

方
法
が
な
く
、
薬
剤
防
除
に
よ
っ
て

被
害
の
広
が
り
を
く
い
と
め
る
よ
り

方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

　
こ
と
ば
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん
を

も
つ
親
と
教
帥
の
つ
ど
い
「
N
H
K

こ
と
ば
の
治
療
教
室
」
は
、
六
月

二
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
市
民
会
館

（
市
公
民
館
）
で
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
N
H
K
と
市
教
委
が
主
催

し
、
こ
と
ば
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
家
庭
で
、
そ
の
お
子
さ

ん
を
指
導
す
る
場
合
に
、
正
し
い
指

導
方
法
を
、
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
　
「
こ
と
ば
の
治
療
教
室
」
の
番

組
公
開
と
あ
わ
せ
、
こ
の
問
題
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
専
門
の
先
生

に
よ
る
講
演
と
相
談
会
を
お
こ
な
う

も
の
で
す
。
当
日
、
午
前
十
時
～
十

一
時
ま
で
講
演
「
家
庭
で
の
こ
と
ば

の
指
導
」
午
前
十
一
時
～
正
午
「
こ

と
ば
の
治
療
教
室
」
の
公
開
録
画
を

行
な
い
ま
す
。
　
（
放
送
日
…
七
月
四

日
（
金
）
午
後
三
時
三
十
五
分
～
四

時
五
分
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
で
、
ま

た
、
七
月
五
日
（
土
）
午
前
八
時
三

十
分
～
九
時
）
ま
た
、
午
後
一
時
か

ら
、
つ
ぎ
の
部
門
に
分
か
れ
こ
と
ば

の
治
療
相
談
会
を
専
門
の
講
師
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

　
こ
と
ば
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

六
月
二
十
五
日
ま
で
に
N
H
K
新
潟

放
送
局
（
新
潟
市
弁
天
町
一
の
必
）

「
こ
と
ば
の
治
療
教
室
」
あ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
の
た
め

の
費
用
は
無
料
で
、
当
日
は
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
受
付
け
ま
す
。

　
こ
と
ば
の
治
療
相
談
会
（
部
門
別
）

一
、
発
音
に
問
題
の
あ
る
子

二
、
口
蓋
裂
に
よ
る
障
害
の
あ
る
子

三
、
聞
こ
え
に
問
題
の
あ
る
子

四
、
こ
と
ば
の
発
達
の
お
く
れ
て
い

る
子
五
、
ど
も
り
の
子

六
、
脳
性
マ
ヒ
に
よ
る
障
害
の
あ
る
子

　
是
非
、
お
お
ぜ
い
お
さ
そ
い
の
う

え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く

　
今
月
は
市
民
税
第
一
期
と

国
民
健
康
保
険
料
第
二
期
の

納
期
で
す
。
お
忘
れ
な
く
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
車
の
異
動
届
は

　
確
実
に

　
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
バ
イ

ク
や
軽
四
輪
な
ど
を
廃
車
し
た
り
他

人
に
売
渡
し
た
場
合
は
必
ず
異
動
届

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が
な

い
と
い
つ
ま
で
も
軽
自
動
車
税
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
届
出
先

　
バ
イ
ク
等
（
一
二
五
㏄
以
下
）
は
、

市
税
務
課
へ
。
軽
四
輪
な
ど
（
一
二

五
㏄
以
上
）
は
、
新
潟
陸
運
事
務
所

へ
。
た
だ
し
、
個
人
で
軽
四
輪
な
ど

の
廃
車
を
す
る
場
合
は
、
む
ず
か
し

い
手
続
き
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

な
る
べ
く
自
動
車
販
売
業
者
に
依
頼

さ
れ
る
方
が
便
利
で
す
。

　
水
身
ヱ
〈
切
に

　
市
民
の
水
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
市
水
道
課
は
、
水
道
週
間

の
一
環
と
し
て
、
巡
回
相
談
、
ろ
う

水
検
査
、
水
源
地
の
一
般
公
開
等
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
水
道
水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
切
な
役
目

を
は
た
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
の

水
道
は
、
水
需
要
の
増
大
に
伴
い
、

施
設
の
拡
充
、
給
水
区
域
の
拡
張
が

急
務
と
な
り
、
上
水
道
で
は
昭
和
五

十
一
年
を
目
標
に
第
五
水
源
の
確
保

と
、
ま
た
、
簡
易
水
道
施
設
の
改
善
、

新
設
予
定
地
区
の
水
源
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
水
道

を
大
切
に
見
守
り
、
は
げ
ま
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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秋
植
造
林
補
助
申
請
と

　
　
造
林
用
苗
木
の
注
文
を

　
秋
植
造
林
補
助
申
請
と
苗
木
注
文

の
受
付
を
つ
ぎ
に
よ
り
六
月
二
十
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
申
請
の
手
続

　
造
林
用
苗
木
注
文
や
補
助
申
請
を

す
る
時
は
、
所
定
の
申
請
用
紙
に
記

入
の
上
、
農
事
連
絡
員
か
森
林
組
合

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
用
紙
は
農

事
連
絡
員
、
森
林
組
合
へ
）

O
造
林
補
助
の
採
択
条
件

　
④
一
般
補
助
造
林
（
県
費
補
助
）

の
場
合
は
一
反
歩
以
上
と
し
、
植
栽

本
数
は
、
杉
、
松
の
場
合
は
二
百
本

以
上
、
桐
は
二
十
本
以
上
と
す
る

　
◎
小
規
模
補
助
造
林
（
市
費
補
助
）

の
場
合
は
七
畝
以
上
と
し
、
杉
の
み

層
礁
萎

♂
略
鱗
慰

繍
醜
滋

撫
蟹
指
鯵

⇔
翻
灘
麟
謂
曝

彦
〃
》
轟
恥

○
補
助
申
請
書
記
入
上
の
注
意

　

④
苗
木
の
注
文
は
、
桐
は
五
本
単

位
、
杉
、
松
は
五
十
本
単
位
と
す
る

　
◎
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区

域
、
苗
場
山
麓
開
発
予
定
地
内
に
植

林
さ
れ
て
も
補
助
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
○
そ
の
他

　
　
郡
・

　
　
お
さ
そ
い

　
“
お
互
い
の
実
践
を
交
流
し
あ
い
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
方
向
を
考
え
あ

お
う
”
と
つ
ぎ
の
と
お
り
、
郡
、
市

社
会
教
育
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
郡
、
市
内
の
社
会
教
育

公
民
館
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
の
関

係
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
、
中
学
校
P
T
A
活
動
、
小

学
校
P
T
A
活
動
、
婦
人
会
活
動
、

婦
人
の
学
習
活
動
、
幼
稚
園
、
保
育

所
母
の
会
活
動
、
青
年
の
グ
ル
ー
プ
、

　
一
般
補
助
造
林
で
も
方
法
に
よ
り

低
高
率
の
補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
森
林
組
合
又
は
市
農
林
課
へ

　
十
日
町
森
林
組
合

　
　
曾
公
社
線
　
七
！
へ
八
三
一
番

　
　
　
有
線
五
二
九
一
六
番

　
市
役
所
　
魯
　
七
i
三
一
一
一
番

美
し
い
緑
を
守
ろ
う

　
富
目
て
よ
う

　
自
然
、
特
に
樹
木
の
緑
や
花
は
、

私
た
ち
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
う
る
お

市
社
会
教
育
大
会
の

サ
ー
ク
ル
活
動
、
子
ど
も
会
活
動
、

公
民
館
活
動
、
社
会
体
育
活
動
、
文

化
財
保
護
等
の
分
科
会
で
研
究
。
講

師
に
横
山
宏
氏
、
丸
山
新
七
氏
、
山

内
正
豊
氏
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
と
き
六
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
九
時

　
と
こ
ろ
市
公
民
館
（
市
民
会
館
）

い
さ
え
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
自
然
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
緑
に
親

し
み
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
家
庭
の
庭

な
ど
を
緑
い
っ
ぱ
い
に
。
美
し
い
緑

を
守
り
育
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

㈱
滝
泰
が
一
千
万
円
を

　
を
寄
付

　
㈱
滝
泰
（
滝
沢
東
湖
社
長
）
は
、
国

道
拡
幅
に
伴
う
本
社
屋
改
築
工
事
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
。
こ
の
社
屋
改
築
記
念
と
し
て
、

市
に
一
千
万
円
の
浄
財
を
寄
付
、
去

る
五
日
の
竣
工
式
の
席
上
、
春
日
市

長
に
「
公
共
事
業
に
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
市

で
は
、
こ
の
浄
財
を
有
効
に
使
用
し

た
い
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

供
託
事
務
は

　
　
新
潟
地
方
法
務
局

　
　
長
岡
支
局
へ

　
い
ま
ま
で
、
新
潟
地
方
法
務
局
十

日
町
出
張
所
は
、
登
記
事
務
の
ほ
か

に
供
託
事
務
を
取
扱
っ
て
い
ま
し
た

糞
　
　
塗
磁

　
　
　
侭

　
　
せ

騒，欝臨吟

轄

り圏ε難
覇鰹薦

私
が
震

見
つ
サ

舞
有
甑
〆

▲

　
嬉
ら
ら

　
、
軸
人
な
に

　
太
を
く
η
3

　
る
し
ひ

へ

以乃

　
◎
－

V

盛
大
だ
っ
た

　
　
　
小
唄
ま
つ
り

　
恒
例
の
小
唄
ま
つ
り
は
、
去
る

五
、
六
の
両
日
盛
大
に
行
な
わ
れ

　
ま
し
た
。
．
五
日
夜
の
大
民
踊
流
し

…
は
、
千
名
の
踊
り
子
が
市
内
四
か

所
か
ら
同
時
に
ス
タ
ー
ト
。
八
時

過
ぎ
か
ら
本
町
二
、
三
丁
目
で
県

…
内
太
鼓
競
演
に
あ
わ
せ
、
盛
大
な

　
民
踊
絵
巻
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

　
し
た
。

　
　
参
加
し
た
競
演
の
太
鼓
は
つ
ぎ

　
の
と
お
り
。

　
　
道
祖
神
太
鼓
（
野
沢
）
雪
お
ろ
し

…
太
鼓
（
湯
沢
）
御
実
城
太
鼓
（
六
日

”
町
）
悠
久
太
鼓
（
長
岡
市
）
万
代
太

，
鼓
（
新
潟
市
）
謙
信
公
太
鼓
（
上
越

一
市
）

が
、
機
構
整
備
に
伴
な
い
、
本
年
七

月
一
日
か
ら
供
託
事
務
は
、
新
潟
地

方
法
務
局
長
岡
支
局
（
長
岡
市
柏
町

一
丁
目
四
番
二
二
号
）
で
取
扱
う
予

定
で
す
。
な
お
、
登
記
事
務
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
同
局
十
日
町
出

張
所
で
取
扱
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
　
（
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡

支
局
・
同
十
日
町
出
張
所
）

　
　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

▽
千
原
祥
一
、
湯
沢
正
樹
…
・
：
二
百

九
十
円
　
▽
春
日
由
三
…
…
五
千
円

晦Q鵡

“A

（

　
》
ヘ

ギ

私
。
も
の
δ

ノ鼠

悔
壕

ぞ
．

●）

6
月
の
休
日
救
急
医

29　22　　15
日　　日　　日

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
束
）

　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
曾
2
の
3
2
6
9
番

▽
福
島
嘉
平
治
（
香
典
返
し
）
…

三
万
円
　
▽
滝
沢
清
三
（
香
典
返
し
）

…
…
五
万
円
　
▽
佐
藤
久
一
…
…
五

千
円
　
▽
内
藤
直
義
…
…
千
円
　
▽

上
村
良
平
…
…
二
万
三
百
六
十
四
円

▽
野
本
郁
太
郎
…
…
五
百
六
十
五
円

▽
と
く
名
…
…
二
千
五
百
円
・
雑
布

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
基
金
寄
付
金

▽
十
日
町
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
…
…
十

三
万
二
千
三
百
三
十
四
円
　
▽
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
…
…
二
十
万
円

旭
ケ
丘
団
地
分
譲
住

　
宅
を
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
、
分
譲
住
宅
の
第
二
次
募

集
を
行
な
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
七

月
三
十
一
日
ま
で
に
市
役
所
開
発
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
一
年
積
立
　
五
戸

　
一
・
五
年
積
立
　
十
四
戸

■市勢／人ロ…・50，270人（男24，396人・女25，874人）／世帯数一11，505／面積・…211・44K㎡ぐ5月旧現在

藁腿・いヤ
まだ朝もやに包まれた午前5時半、一タリ棒状の銀輪部隊がペタルも車至るぐ

さっそうと街道をひた走る一一・
　これは、毎週臼曜日に行なわれている市民おはようサイクリングのひとこ

ま．きれいな朝の空気をいっぱい吸って、自然に親し碗がら老いも若きも

体のトレーニングに懸命。
　この目（6月22日）の参加60名、1人の落伍者もなく10㌔㍍のコースを完走した、
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